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卓話 「炉辺談話報告」 クラブ奉仕　清水会員
 「阪神淡路大震災その後の地域活動」 郷上会員
Weekly No. 1511は田中（孝）委員長が担当しました。
Weekly No. 1512は田中（孝）委員長が担当の予定です。

（本日の原稿をお渡し下さい）

会長挨拶 石﨑会長

先週内容

次週 第1512回 例会予告　平成25年10月21日

卓話 「国際ロータリー第2660地区
  ガバナー公式訪問」
   ガバナー　福家　宏 様
今週の歌 「君が代」「奉仕の理想」

第1511回例会　平成25年10月7日
本日は、井上義信ガバナー補佐訪問・クラ
ブ協議会となっています。IM第2組ガバナー補
佐、井上義信様、本日はよろしくお願い申し上
げます。同様にIM第2組ガバナー補佐エレクト、
簡仁一様にお越し頂いています。後ほどご挨
拶をお願いいたします。

我がクラブは先々週、先週とそれぞれ敬老
の日、秋分の日と例会休日で3週間振りの例会
です。この間、大連にある中国一のソフト会社、
Neusoftアプリケーション・サービス・プロバ
イダー（東軟集団）に設計打ち合わせで、9月
12日訪問しました。世界エコノミーフォーラ
ム（ダボス会議）の要人1600人が視察に来て
いました。この会社は専用道路でゴルフ場に
行くように、高台の上に石造りの５階建て洋
館が6棟ほどあります。中国初のIT上場企業で
23000人の社員とのことでした。近くにパナ
ソニックがありましたが、貧弱に見えました。

もう一つは、9月14日～16日（台風18号災
害の時）出雲大社に参拝しました。これがただ
の参拝ではなく、第84代出雲大社宮司「千家
尊祐」（せんげ たかまさ）様のご厚意で、混雑
の中、釜本、私ども両夫妻での白装束を着て４
人だけの御本殿参拝をさせてもらいました。
宮司自身はロータリアンではありませんが、
ロータリアン宮司と多くの友人がいますので、
どうぞロータリークラブで御本殿参拝に来て
くださいと申しておられました。
今年は、60年に一度の出雲大社「平成の大
遷宮」と20年に一度の伊勢神宮「式年遷宮」で
朝日を伊勢神宮で、その日の夕日を出雲大社
で見るのが評判になっているとのことです。

第25回ガバナー杯野球大会が開催されました。

職業奉仕月間・米山月間

井上ガバナー補佐・簡ガバナー補佐エレクトとの懇談会

平素は当地区に何かとご協力いただき有難
うございます。
ガバナー補佐の責務にRIのテーマ、地区の
方針をガバナーと共有し、クラブへの理解を
進め、クラブの効果的な運営の手助けをする、
と有りますので、私見を交えて説明させてい
ただきます。
2013-14年度、国際ロータリー会長のロン・
D・バートン（米・オクラホマ州・ノーマン
RC）のテーマは Engage Rotary Change Lives
「ロータリーを実践し　みんなに豊かな人生
を」です。ロン・D・バートン会長の説明文の

中で、「ロータリーを真に実践し、ロータリー
の奉仕と価値観を日々活かす決意をすれば、
自分がいかに素晴らしい影響をもたらすこと
ができるかが見えてくるでしょう」と述べて
います。これはロータリーの第2標語である
“One Profits Most Who Serves Best ” の根本理
念が根底にあると推察できます。この理念は
1908年にシカゴクラブへ入会したアーサー・
フレデリック・シェルドンが提唱したもので、
彼の経営哲学でもあります。彼は1902年に
シェルドン・ビジネススクールの創立者で、
これが1911年の第2回ポーランド大会で採択
されました。Engageは一般的には「婚約する」
「約束する」という意味ですが、他に「戦う、格
闘する」の意味があります。従って、Engage 
Rotary を「ロータリーを実践し」と訳されて
いますが、「会員がロータリーの奉仕を全力で
実行する」という強い意向が汲み取れます。そ
うすることで、奉仕を必要とされる人々を豊
かにし、自分の気持ちも豊かになる、と述べて
います。
次に、当地区の方針ですが、福家ガバナーは

「 感動の体験を！！　人々にも、自身にも 」
Participate!! 参加し、敢行しよう～であります。
これはRIのテーマと同じ流れのなかで、ロー
タリアンが奉仕の実践から得られる感動を味
わうことが大切であり、感動の体験をより多
くの人々にも味わっていただきたいという意
図が伺えます。
クラブの活性化についてですが、今年6月1
日に開催されました、次期地区会員増強セミ
ナーで「クラブの活性化を阻害する要因につ
いて」、次のような指摘がありました。
１．会員の減少 24%
 ・新入会員の減少
 ・3年未満の会員の退会
２．ロータリー精神の希薄化 24%
 ・既存会員の意欲の低下
 ・新入会員の教育不足
３．クラブ活動のマンネリ化 20%
 ・例会、委員会活動のマンネリ化
４．組織力の弱体化 17%
 ・高齢化、世代間の断絶
 ・ステータスの低下
 ・真の奉仕活動の乖離
どれもクラブ組織や運営について基本的な
項目ばかりですが、クラブの活性化のために
再検討し、全員で改善に取り組む必要性を示
唆されているように思います。自クラブの現

状を見直すには、会員が手分けをして、他クラ
ブを訪問し、自分の目でクラブ運営や例会の
雰囲気を体感することも大切なことと考えま
すが、如何でしょう。
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出席報告
●会　員　数 48名 ●来　　　客 4名
●出席会員数 40名 ●本日の出席率 93.02％
●8月26日の出席率（メーキャップを含む） 100％

澤井委員長幹事報告 井伊幹事

◦次週は福家ガバナー公式訪問となっており
ます。当日は写真撮影がありますので、5時
30分までにご集合下さい。詳細はBOXへお
配りしましたので、ご確認下さい。
◦10月5日、箕面RC様が創立45周年事業の一
環として、薬物乱用撲滅キャンペーン大会
を開催されます。詳細は回覧致しますので、
お近くの方はご参加下さい。
◦地区よりのメールで、「奉仕プロジェクトの
流れ（ライフサイクル）」ウェビナー登録の
お知らせが届きました。インターネットを
利用したオンライン研修システムで、どな
たでも参加できますが、日本語での本ウェ
ビナーは定員が500名との事です。詳細は事
務局までお問い合わせ下さい。
◦吹田市より今年度、青少年育成市民大会の
お知らせが届きました。受付にチラシがあ
りますのでご覧下さい。
◦クラブ概況の修正がありましたので、修正
版をBOXへお配りしました。
◦国際ロータリー第2660地区テレビコマー
シャルが放映されています。詳しくは受付
に用紙を置いてありますので、ご覧下さい。
◦新入会員、佐藤原二様の入会が持ち廻り理
事会にて承認されました。
◦本日は理事会ですので、例会終了後メイプ
ルルームにお集り下さい。

誕生御祝－１０月

山岡副委員長ロータリー財団委員会

本日、山岡会員より、9月9日には尾家会員、
澁谷会員より、特別寄付を頂きました。ご協力
ありがとうございました。

澁谷副委員長社会奉仕委員会
①平成25年9月27日、秋の交通安全合同パト
ロールに参加いたしました。参加者は毛利パ
スト会長・木田会員・阿部会員・榎原会員・
澁谷会員。

②平成25年9月28日、路上喫煙・喫煙マナーに
ついての市民意見交換会に出席いたしました。
参加者は瀧川パスト会長・井伊幹事・澁谷
会員・橋本（徹）会員・髙木会員・紙谷会員・
大藤会員の7名が出席し、歩行喫煙および、
タバコポイ捨て者に対する罰則規定をするよ
う、強く主張致しました。

③明日、10月1日は江坂地域のクリーンデーと
なっております。明日は江坂企業協議会の担
当ですが、江坂クリーンUP作戦として、1人で
も多くの参加を宜しくお願い致します。

会員
 昭和 26 年 10 月 11 日 坂口会員
 昭和 37 年 10 月 15 日 伊藤会員
 昭和 14 年 10 月 23 日 新井会員
         以上3名
会員夫人
    10 月 6 日 橋本（徹）会員夫人
    10 月 15 日 河邊会員夫人
    10 月 18 日 紙谷会員夫人
         以上3名

平素は当地区に何かとご協力いただき有難
うございます。
ガバナー補佐の責務にRIのテーマ、地区の
方針をガバナーと共有し、クラブへの理解を
進め、クラブの効果的な運営の手助けをする、
と有りますので、私見を交えて説明させてい
ただきます。
2013-14年度、国際ロータリー会長のロン・
D・バートン（米・オクラホマ州・ノーマン
RC）のテーマは Engage Rotary Change Lives
「ロータリーを実践し　みんなに豊かな人生
を」です。ロン・D・バートン会長の説明文の

ゲ　ス　ト 堀委員

 第2組ガバナー補佐 井上  義信  様
 第2組ガバナー補佐エレクト 簡　  仁一  様
 大 阪 南 R C  篠原  準治  様
 杦 本会員ゲスト  横山  理砂  様

中で、「ロータリーを真に実践し、ロータリー
の奉仕と価値観を日々活かす決意をすれば、
自分がいかに素晴らしい影響をもたらすこと
ができるかが見えてくるでしょう」と述べて
います。これはロータリーの第2標語である
“One Profits Most Who Serves Best ” の根本理
念が根底にあると推察できます。この理念は
1908年にシカゴクラブへ入会したアーサー・
フレデリック・シェルドンが提唱したもので、
彼の経営哲学でもあります。彼は1902年に
シェルドン・ビジネススクールの創立者で、
これが1911年の第2回ポーランド大会で採択
されました。Engageは一般的には「婚約する」
「約束する」という意味ですが、他に「戦う、格
闘する」の意味があります。従って、Engage 
Rotary を「ロータリーを実践し」と訳されて
いますが、「会員がロータリーの奉仕を全力で
実行する」という強い意向が汲み取れます。そ
うすることで、奉仕を必要とされる人々を豊
かにし、自分の気持ちも豊かになる、と述べて
います。
次に、当地区の方針ですが、福家ガバナーは

「 感動の体験を！！　人々にも、自身にも 」
Participate!! 参加し、敢行しよう～であります。
これはRIのテーマと同じ流れのなかで、ロー
タリアンが奉仕の実践から得られる感動を味
わうことが大切であり、感動の体験をより多
くの人々にも味わっていただきたいという意
図が伺えます。
クラブの活性化についてですが、今年6月1
日に開催されました、次期地区会員増強セミ
ナーで「クラブの活性化を阻害する要因につ
いて」、次のような指摘がありました。
１．会員の減少 24%
 ・新入会員の減少
 ・3年未満の会員の退会
２．ロータリー精神の希薄化 24%
 ・既存会員の意欲の低下
 ・新入会員の教育不足
３．クラブ活動のマンネリ化 20%
 ・例会、委員会活動のマンネリ化
４．組織力の弱体化 17%
 ・高齢化、世代間の断絶
 ・ステータスの低下
 ・真の奉仕活動の乖離
どれもクラブ組織や運営について基本的な
項目ばかりですが、クラブの活性化のために
再検討し、全員で改善に取り組む必要性を示
唆されているように思います。自クラブの現

状を見直すには、会員が手分けをして、他クラ
ブを訪問し、自分の目でクラブ運営や例会の
雰囲気を体感することも大切なことと考えま
すが、如何でしょう。
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◆石﨑会長
井上ガバナー補佐、簡ガバナー補佐エレ
クトをお迎えして。
◆榎原会員
井上ガバナー補佐、簡ガバナー補佐エレ
クトをお迎えして。
◆木田会員
井上ガバナー補佐、簡ガバナー補佐エレ
クト、ようこそいらっしゃいました。
◆宮川会員
ハイテクアスリートクラブが札幌陸連と
協賛で、北海道女子陸上競技会を無事開
催致しました。
◆尾家会員
結婚記念日の盛花ありがとうございました。
◆阪本会員
先日の母の告別式ご参列、有難うござい
ました。
◆清水会員
第25回ガバナー杯野球大会開幕戦勝利
を祝して！

ニコニコ箱 橋本（徹）SAA

卓　　話卓　　話

平素は当地区に何かとご協力いただき有難
うございます。
ガバナー補佐の責務にRIのテーマ、地区の
方針をガバナーと共有し、クラブへの理解を
進め、クラブの効果的な運営の手助けをする、
と有りますので、私見を交えて説明させてい
ただきます。
2013-14年度、国際ロータリー会長のロン・
D・バートン（米・オクラホマ州・ノーマン
RC）のテーマは Engage Rotary Change Lives
「ロータリーを実践し　みんなに豊かな人生
を」です。ロン・D・バートン会長の説明文の

IM第2組 ガバナー補佐　井上 義信 様
「クラブ協議会ご挨拶」

IM第2組ガバナー補佐エレクト　簡　仁一 様

IM第2組ガバナー補佐　井上 義信 様

◆阿部会員
野球部勝利しました。
◆堀会員
野球同好会への初参加、初打席で見逃し
三振をした時には帰ろうと思いましたが、
終わってみて大変楽しかったです。
◆荻田会員
昨日は久々、岡先生に会えて嬉しかった
です。
◆紙谷会員
今月はくす玉を割ることができませんで
した。来月こそは……。
──────────────────
 本日のニコニコ箱 35,000円
 累計のニコニコ箱 444,000円

第25回第2660地区ガバナー杯争奪
軟式野球大会  結果報告

第1戦　9月29日㈰　サントリー球場
　　　　対大阪平野RC戦

清水会員野球同好会

　今年度の開幕戦、エースの岡さんが抜け、
4番橋本（徹）会員が負傷今季絶望で戦力
ダウンが懸念されましたが、阿部会員の
４安打固め打ち、瀬川会員の2ランニング
ホームラン、新人の堀会員の２安打等々
打線が大爆発！守備ではピンチを救った
紙谷会員のダブルプレー、返り咲きエー
スの大藤会員が1失点に抑える完璧な投球
で、22対１で快勝致しました！これで昨
年からのガバナー杯は4試合連続20点以
上の得点を叩き出しました！

第2戦予定
日時：10月6日㈰　箕面サントリー球場
　　　対大阪城北RC
　　　AM9:00試合開始

 チーム名 一 二 三 四 五 六 七 計 
 大阪平野 0 0 1 0 0   1
 吹田西 1 7 6 8 X   22

第１戦結果

中で、「ロータリーを真に実践し、ロータリー
の奉仕と価値観を日々活かす決意をすれば、
自分がいかに素晴らしい影響をもたらすこと
ができるかが見えてくるでしょう」と述べて
います。これはロータリーの第2標語である
“One Profits Most Who Serves Best ” の根本理
念が根底にあると推察できます。この理念は
1908年にシカゴクラブへ入会したアーサー・
フレデリック・シェルドンが提唱したもので、
彼の経営哲学でもあります。彼は1902年に
シェルドン・ビジネススクールの創立者で、
これが1911年の第2回ポーランド大会で採択
されました。Engageは一般的には「婚約する」
「約束する」という意味ですが、他に「戦う、格
闘する」の意味があります。従って、Engage 
Rotary を「ロータリーを実践し」と訳されて
いますが、「会員がロータリーの奉仕を全力で
実行する」という強い意向が汲み取れます。そ
うすることで、奉仕を必要とされる人々を豊
かにし、自分の気持ちも豊かになる、と述べて
います。
次に、当地区の方針ですが、福家ガバナーは

「 感動の体験を！！　人々にも、自身にも 」
Participate!! 参加し、敢行しよう～であります。
これはRIのテーマと同じ流れのなかで、ロー
タリアンが奉仕の実践から得られる感動を味
わうことが大切であり、感動の体験をより多
くの人々にも味わっていただきたいという意
図が伺えます。
クラブの活性化についてですが、今年6月1
日に開催されました、次期地区会員増強セミ
ナーで「クラブの活性化を阻害する要因につ
いて」、次のような指摘がありました。
１．会員の減少 24%
 ・新入会員の減少
 ・3年未満の会員の退会
２．ロータリー精神の希薄化 24%
 ・既存会員の意欲の低下
 ・新入会員の教育不足
３．クラブ活動のマンネリ化 20%
 ・例会、委員会活動のマンネリ化
４．組織力の弱体化 17%
 ・高齢化、世代間の断絶
 ・ステータスの低下
 ・真の奉仕活動の乖離
どれもクラブ組織や運営について基本的な
項目ばかりですが、クラブの活性化のために
再検討し、全員で改善に取り組む必要性を示
唆されているように思います。自クラブの現

状を見直すには、会員が手分けをして、他クラ
ブを訪問し、自分の目でクラブ運営や例会の
雰囲気を体感することも大切なことと考えま
すが、如何でしょう。
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ロータリーを実践し　みんなに豊かな人生を
ENGAGE ROTARY  CHANGE LIVES
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平素は当地区に何かとご協力いただき有難
うございます。
ガバナー補佐の責務にRIのテーマ、地区の
方針をガバナーと共有し、クラブへの理解を
進め、クラブの効果的な運営の手助けをする、
と有りますので、私見を交えて説明させてい
ただきます。
2013-14年度、国際ロータリー会長のロン・
D・バートン（米・オクラホマ州・ノーマン
RC）のテーマは Engage Rotary Change Lives
「ロータリーを実践し　みんなに豊かな人生
を」です。ロン・D・バートン会長の説明文の

中で、「ロータリーを真に実践し、ロータリー
の奉仕と価値観を日々活かす決意をすれば、
自分がいかに素晴らしい影響をもたらすこと
ができるかが見えてくるでしょう」と述べて
います。これはロータリーの第2標語である
“One Profits Most Who Serves Best ” の根本理
念が根底にあると推察できます。この理念は
1908年にシカゴクラブへ入会したアーサー・
フレデリック・シェルドンが提唱したもので、
彼の経営哲学でもあります。彼は1902年に
シェルドン・ビジネススクールの創立者で、
これが1911年の第2回ポーランド大会で採択
されました。Engageは一般的には「婚約する」
「約束する」という意味ですが、他に「戦う、格
闘する」の意味があります。従って、Engage 
Rotary を「ロータリーを実践し」と訳されて
いますが、「会員がロータリーの奉仕を全力で
実行する」という強い意向が汲み取れます。そ
うすることで、奉仕を必要とされる人々を豊
かにし、自分の気持ちも豊かになる、と述べて
います。
次に、当地区の方針ですが、福家ガバナーは

「 感動の体験を！！　人々にも、自身にも 」
Participate!! 参加し、敢行しよう～であります。
これはRIのテーマと同じ流れのなかで、ロー
タリアンが奉仕の実践から得られる感動を味
わうことが大切であり、感動の体験をより多
くの人々にも味わっていただきたいという意
図が伺えます。
クラブの活性化についてですが、今年6月1
日に開催されました、次期地区会員増強セミ
ナーで「クラブの活性化を阻害する要因につ
いて」、次のような指摘がありました。
１．会員の減少 24%
 ・新入会員の減少
 ・3年未満の会員の退会
２．ロータリー精神の希薄化 24%
 ・既存会員の意欲の低下
 ・新入会員の教育不足
３．クラブ活動のマンネリ化 20%
 ・例会、委員会活動のマンネリ化
４．組織力の弱体化 17%
 ・高齢化、世代間の断絶
 ・ステータスの低下
 ・真の奉仕活動の乖離
どれもクラブ組織や運営について基本的な
項目ばかりですが、クラブの活性化のために
再検討し、全員で改善に取り組む必要性を示
唆されているように思います。自クラブの現

状を見直すには、会員が手分けをして、他クラ
ブを訪問し、自分の目でクラブ運営や例会の
雰囲気を体感することも大切なことと考えま
すが、如何でしょう。

クラブ奉仕　清水委員長

社会奉仕　澁谷副委員長

国際社会奉仕　橋本（芳）委員長

クラブ協議会の講評

※クラブ協議会の議事録は別紙


